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発行日 ： 2014/4/30

週刊穀物
世界の穀物情報がここに凝縮されています。

毎週水曜日夕方発行

作付け遅れで穀物価格上昇中

4月29日のシカゴコーン5月限は8.00セント高の515.75セント。7月限は、作付け遅れをはやして高寄りしたあと
も、産地の低温及び降雨予報を受けた投機買いで前日高値（518.50セント）を上回った。株高・原油高も支援材料。
前日発表されたコーンの作付けは19％終了で、過去5年平均の28％を下回った。立会時間は、3.50セント高で寄り
付いたあと、516.75セントまで下押されたが、押し目買いが入って時間外取引の高値を抜き、521.50セントまで値
を飛ばした。作付けが平年を下回るなか、今週も低温・降雨が予報されることから、一層の作付け遅れ予想が広がっ
た。4月27日現在、米国のコーン作付けは19％終了で、前週の6％から進んだが、平年の28％を下回った。降雨に加
え低温が続くことも作付け遅れの要因。ドル反発で上昇が一服したが、テクニカル改善による投機買いが入り、
522.00セント（8.25セント高：1.6％）まで上値を伸ばした。ただ、年初来高値（524.25セント：4月9日）を試
す勢いはなかった。

4月29日のシカゴ大豆5月限は15.75セント高の1524.00セント。７月限は、17.25セント高の1517.25セン
ト。 ７月限と11月限スプレッドは8.75セントまで拡大した。過去最大のスプレッドをわずか1.50セント下回る水
準。作付け遅れや産地の天候不順をはやして反発に転じた。米国期末在庫のひっ迫が予想されるなか、国内圧砕需要が
旺盛なことや、コーン上昇、強気のテクニカルで一代高値に急接近した。7月限は、安寄りしたあと15ドル台を回
復、売り向かわれて値を消すなど、序盤は不安定な値動きとなったが、押し目買いが優勢になってプラスサイドに浮上
した。大豆作付けは3％終了と過去5年平均の4％を下回ったことや、今週は産地に低温・降雨が予報されることが押
し目買いを誘った。株高・原油高も強材料。立会時間は、0.75セント高で寄り付いたあと押されたが、15ドルちょう
どで下げ止まったことから買い賛成となり、時間外取引の高値や前日高値（1513.00セント）を突破した。米国産地
に気温低下や降雨が予報され、天候不順が続いていることから投機買いが入った。最近は輸出に陰りがみられるもの
の、期末在庫のひっ迫が予想されるなか、国内需要が旺盛なことがはやされた。10日動平均（1484.70セント）を
上回っていることや、コーン上昇、原油高も強材料。独オイル・ワールドが世界大豆生産高見通しを2.797億トンか
ら2.819億トンに上方修正したが、投機買いの流れに巻き込まれた。ただ、1520.50セント（20.50セント高：
1.4％）で上昇は一服し、一代高値（1521.00セント：4月17日）にとどかず、上昇は一服した。ドル反発は弱材
料。

4月29日のシカゴ小麦5月限は14.00セント（1.8％）高の797.25セント。６営業日続伸。シカゴ商品取引所
（CBOT）の軟質赤色冬小麦の５月限は、7.75セント高の708.00セントで引けた。７月限は8.00セント高の
716.50セント。小麦品質協議会は例年行うカンザス州視察ツアーを開始し、同州中北部でイールド見通しが１年前よ
り悪化するとの見方を示した。小麦は期近が大幅続伸。終値の前日比は5.25～9.75セント高、中心限月の7月限は
8.00セント高の716.50セントで引けた。7月限は、買いが先行したあと、戻り売りで704.00セントまで値を消した
が、押し目買いが入って反発に転じた。冬小麦の作柄低下（「良」以上は34％から33％）や生育遅れは織り込み済み
で材料視されなかったが、プレーン南部の干ばつやコーン上昇をはやして716.25セントまで切り返した。（日本先物
情報ネットワーク）
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サヤ

4月27日までのトウモロコシの作付は19％完了。前年
の5％よりは多いが、過去5年平均の28％よりは遅れて
いる。

TOPICｓ Crop Progress

TOPICｓ 今後の米国の天候

米国産地の天気概況は以下の通り（米農務省HPの天
気概況及び予報を要約）。
コーンベルトは、低温で風が吹き、雨がちの天気で農作

業が滞っている。火曜朝の最低気温は、まとまった雨が
降った北部で4℃を下回った。4月27日までの週、イリ
ノイ州（27％）、ミズーリ州（21％）のコーン作付け
は予定の2割を上回った。全国的には13％にとどまっ
た。
米南部は、二夜連続で竜巻に襲われたあと、激しい雷雨

に見舞われている。メキシコ湾岸の天気が回復し、一部
で農作業が再開している。
米プレーンズは、季節外れの低温で、風の強い天気が続

いている。プレーン南部では乾燥した天気が続く一方、
散発的なにわか雨や雪が中部・北部の一部で降ってい
る。両ダコタ州西部やネブラスカ州北部で雪が降り、気
温は0℃付近で推移している。
アイオワ州とミズーリ州の州境に位置する低気圧は、木

曜までに五大湖地方に、週末までにカナダ東部に移動す
るだろう。米南東部では火曜、激しい雷雨が続き、木曜
には大西洋岸に移動するだろう。大西洋岸中部の雨量は
75～150ミリに達するだろう。対照的に、太平洋岸か
らプレーン南部にかけて、今週の残りは乾燥した天気が
続くだろう。大西洋岸の気温が上昇、高温は週末にはプ
レーン中部・南部に広がるだろう。

全国的に1～2インチ（25ミリ～50ミリ）の降雨があ
り、農作業は遅れが目立った。ことに東部平原とミシ
シッピ川渓谷で目立った。 テネシー渓谷と北東部及び
大西洋岸中部でも同様の降雨があったが、北部平原と東
部コーンベルト地帯では激しい雨はなかったので農作業
は進んだ。南部は西メキシコ湾岸から南部大西洋岸にか
けて乾燥した天候が続いている。

米国の作付遅れ by 4月29日 USDA

Weekly Weather and Crop Bulletin

米国の4月20日～26日の降雨量
米国の4月22日時点の干ばつ状況
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トウモロコシ：2013／14年度の生産量、前年

度比7．4％減の7546万トンの見込み
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ブラジルのトウモロコシの生産量

46,968 48,486 51,889 53,160 53,818

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

千トン

出所： 農畜産業振興機構

ブラジルのトウモロコシの消費量
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ブラジルのトウモロコシの輸出量
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ブラジルのトウモロコシの期末在庫

ブラジル国家食糧供給公社（CONAB）は4月10日、
2013／14年度（10月～翌9月）第7回目となる主要穀
物の作付状況調査報告を発表した。これによると、トウ
モロコシ生産量は7546万トン（前年度比7．4％減）、
大豆は8608万トン（同5．6％増）となり、共に前回報
告（3月）よりわずかに上方修正された。

第1期作のトウモロコシの作付面積は、663万ヘクタール
（前年同期比2．3％減）と推計されており、減少要因として
CONABは、前回同様にトウモロコシよりも生産コストが安く
収益性の高い大豆の作付面積が拡大したことを挙げている。な
お、第1期作の生産量は3152万トン（同6．4％減）と見込ま
れている。地域別に見ると、北東部地域以外の生産量は前年度
から軒並み減産が見込まれている。主要生産州の中では、南東
部のサンパウロ州や南部のパラナ州での第1期作の作付面積の
減少幅が大きく、それぞれ同23％を超える減少とされてい
る。一方、北東部の作付面積は同24．1％の大幅な増加として
おり、今年度は、南部、南東部に次ぐ第1期作トウモロコシ生
産地域に躍進するとみられている。 昨年12月頃より、ブラジ
ル南部を中心に続いた高温乾燥を受け、CONABは生産予測を
下方修正してきたものの、今回の報告では、北東部の作付面積
が大幅に拡大したことを受け、わずかな上方修正となった。

一方、第2期作トウモロコシの生産量は、前回報告から約18
万トン増の4394万トンとなった。これは、マトピバ地域の単
収、生産量が上方修正されたことを反映させたことによる。
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ブラジルの大豆消費量
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ブラジルの大豆輸出量

大豆：2013／14年度の生産量、前回報告より5．

6％減の8608万トンの見込み

大豆の作付面積は、3001万ヘクタール（前年度比8．2％
増）と見込まれている。

トウモロコシと同様に、前回報告までは南部を中心に発生し
た高温乾燥の影響を考慮し、単収と生産予測はいずれも下方修
正されてきたが、今回の生産量予測では前回報告より64万ト
ン増の8608万トン（同5．6％増）となった。これは、国内
最大の生産州のマットグロッソ州の作付面積、単収が共に増加
見込みとなったことが増加要因となった。一方、第2、3位の
生産州である南部のパラナ州、リオグランデドスル州の生産量
は、前年度から作付面積は増加しているものの、高温乾燥の影
響を受けて単収の低下が見込まれるため、生産量は減少予測と
なった。

CONABは、生産量の大幅な伸びが期待される地域として、
これまでの報告と同様に北東部を中心としたマトピバ地域を挙
げており、作付面積と単収の増加を受け、同地域の生産量は国
内全体の生産量の1割以上に相当する926万トン（同35.5％
増）まで拡大すると見込んでいる。

TOPICｓ 中国の1～3月の大豆輸入量は前年同期比33％の増加 by 農畜産振興機構

中国海関総署は、4月10日、3月の輸入統計を公表した。これに
よると、3月の大豆輸入量は、前年同月比20.3％増の462万トンと
なった。1～3月までの累計輸入量は1534万トン（前年同期比
33.1％増）となり、前年を上回るペースで輸入していることがうか
がえる。

また、同署は、4月の大豆輸入量を645万トン（前年同月比
62.1％増）と見込んでおり、入港量の内訳を、華東地区360万ト
ン、華南地区129万トン、遼寧省66万トン、華北地区90万トンと
している。

現地報道によると、4月に入ってから大豆かすの荷動きは悪化し、
在庫が継続的に増加している。また、一部の搾油工場では、倉庫が
大豆かすで満杯になり、稼働率が50％以下まで低下したとされる。

一方、大豆の輸入量は増加しており、工場稼働率の低下から輸入
大豆の在庫積増しが進み、3月末の大豆の在庫量は548万トン（前
年同期比32.0％増）となった。

こうした背景には、国内の豚価低迷や鳥インフルエンザの影響に
より、豚や鶏の飼養頭羽数を減じる動きが強まっていることによ
り、飼料需要が低下していることがある。
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小麦

売り残

天候相場の入り口であるこの時期、穀物価格は不透明な展開となっている。作付けはトウモロコシが例年より少し遅
れたため大豆も遅れている。これは中西部に降雨があったためである。逆に言えば降雨で土壌水分は十分満たされてい
る。ファンドは年初からトウモロコシや小麦を買い増していたが、ここにきて売り閉じる動きとなっている。それでも
トウモロコシは30万枚、大豆は24万枚のネット買い残があり、まだ買いが多い状況である。南米の出荷もそろそろ終
わりに近づき、今後は米国からの買い付けに移行するだろう。それが13/14年度の期末在庫にどの程度影響するかが
今後の課題である。ここ4週間は大豆の輸出成約高が過去5年平均比でマイナスとなっており、一段落している感があ
る。
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ファンドの建玉

今後の予想

トウモロコシのネット買い残はこの2週間減少している。大豆も4月22日は減少、小麦は3週連続で減少してい
る。トウモロコシと大豆をファンドは春先からずっと買い続けてきたが、ここにきて手じまい売りを行っているよう
である。調整が一段落すれば、再び天候次第で買いに出る可能性は残されている。
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米国産大豆の週間成約残高

過去5年平均
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米国産トウモロコシの輸出成約残高

過去5年平均 2011／12年度

2012／13年度 2013／14年度

4月17日までの輸出成約残高 by USDA


